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第３回 経 営 協 議 会 記 録

Ⅰ 日 時 平成２７年９月２８日（月）１３時２５分～１５時３５分

Ⅱ 場 所 医学部大会議室（昭和地区臨床研究棟）

Ⅲ 出席者 平塚学長（議長）

加藤，茂原，曽我，高橋，窪田，和泉，後藤，田村の各委員

陪席者 抱井，森田の両監事

欠席者 齋藤，中村の両委員

議事に先立ち，経営協議会の成立要件を満たしていることの確認に続いて，

前回議事概要の確認を行った。

その後，峯岸医学系研究科長及び泉生体調節研究所長から，学部等における

取組みについてそれぞれ説明を聴取し，意見交換を行った。

Ⅳ 議事概要

１ 審議事項

（１）第３期中期目標・中期計画（素案）の修正について

学長及び窪田理事から，文部科学省からの確認依頼を踏まえて見直した

群馬大学第３期中期目標・中期計画（素案）の修正案について資料により

説明があり，審議の結果，原案どおり承認した。

また，学長から，前回の会議で学長一任とした重粒子線治療に係る中期

計画の内容について補足説明があった。

２ 報告事項

（１）附属病院医療事故の対応等について

学長，後藤理事及び田村理事から，附属病院医療事故の対応等として，

医学部附属病院改革委員会の審議経過，医療事故調査委員会の設置等につ

いて，資料により報告があった。

（２）収入及び支出等の状況について

学長及び財務部長から平成１６から２６年度における収入及び支出等の

状況について，田村理事から重粒子線治療患者数の推移について，それぞ

れ資料により報告があった。

〇 海外からの患者も含めた重粒子線治療患者数の増加を図るため，外国

病院との連携を積極的に推進するべきである。

〇 将来の附属病院整備に必要となる資金を捻出するため，債務償還経費

の圧縮を図るべきである。

（３）平成２７年度運営費交付金の追加措置について

学長から，平成２７年度運営費交付金として，教育改善推進枠，「学長の

リーダーシップの発揮」を更に高めるための特別措置枠及び年俸制導入促

進費の追加措置があったことについて，資料により報告があった。

（４）平成２７年度科学研究費助成事業の内定状況について

和泉理事から，９月１日現在の科学研究費助成事業の内定状況について，

資料により報告があった。

（５）平成２７年度外部資金の採択状況等について

窪田理事及び和泉理事から，文部科学省関係の平成２７年度外部資金の

採択状況等について，資料により報告があった。

〇 文系学部でも産業人材育成に重点的に取り組み，関係する外部資金を

獲得してる大学が数多くあり，社会情報学部も積極的に取り組むべきで

ある。



- 2 -

（６）男女共同参画推進の取組状況について

和泉理事から，これまでの男女共同参画推進の取組み状況や成果等につ

いて，資料により報告があった。

〇 ピアサポートへの取組みとして，女性教員同士が情報交換できる場の

一層の充実を図ってほしい。

〇 ロールモデル集はサクセスストーリーのみではなく，私でもできると

の視点から示唆に富む内容も充実させるべきである。

〇 女性管理職員の登用については，更年期等の女性特有のライフステー

ジにおける健康面のサポートも考慮する必要がある。

（７）その他

学長から，群馬大学英文概要（平成２７年７月）及び群大重粒子倶楽部

第１０号を発行したとの紹介があった。

以 上


